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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

低温で行われる DNP 固体 NMR 測定では，シグナルがブロードになり, 複数の多型が混在する薬剤の開

発や, 多種分子が混在するメタボローム検体の解析などでは, 信号の分離能が低下する問題があった。ま

た，偏極剤の凝集に由来する偏極移動の効率低下を防ぐ工夫が必要であった。近年，金属錯体と有機配位

子から構成される M6L4 カゴ型ホスト錯体を用いたホストゲスト化学が急速に発展してきている。これら

ホスト錯体は不溶性，および非結晶性の有機分子も包接でき，高度に分散した共結晶体を与える。本研究

では，このカゴ型ホスト錯体に測定試料とラジカル偏極剤を同時に包接させ，この包接錯体に対して DNP 
固体 NMR 測定を実行する。偏極剤が結晶全体にわたり分散し，ゲストの磁気的配向が揃うため，高感度・

高分解能の NMR スペクトルが得られると期待できる。その結果，錯体への包接によって固体 NMR スペ

クトルの分解能が向上することが確かめられた。 


